「人としての尊厳を取り戻す闘い」
支援する会　代表　　森島　吉美（広島修道大学教授）

裁　判
　平成20年8月初旬、鳥取地方裁判所に、精神障がい者の女性（橋本さん）が訴えを起こした。
橋本さんは、精神医療の現場で行われた人権侵害事件の被害者だ。
　訴えの要点は以下の通りである。（訴状より抜粋）
１　被告特定・特別医療法人明和会医療福祉センターに対しては、
①後述するように平成19年1月30日から同月31日にかけて起きた原告の薬物多量服用に伴う救急車の利用に際し、その搬送を受け入れた渡辺病院が治療を放棄したために、原告を同病院内で縊首行為をするに至るまで精神的に追い詰めたことに対する責任を問う。
　　② 被告独立行政法人国立病院機構鳥取医療センターへ救急車を呼んで原告を転送するに際して、不適切な連絡（紹介）により、医療センターでの違法な身体拘束・隔離等の人権侵害惹起の責任を問う。
　２　被告独立行政法人国立病院機構・同松島医師に対しては、同月31日に紹介を受け同機構の鳥取医療センターにおいて原告を受け入れた際、医療保護入院に必要な保護者の同意について、充分な説明を行わず、保護者からその場で同意書への署名も口頭での同意も取っていないにも関わらず、原告を違法に隔離・身体拘束し、男性看護師によって下着を剥ぎ取るという人権侵害を行ったことに対する責任を問うものである。
橋本さんの背景と事件に至る経緯
　橋本さんは、鳥取県鳥取市在住。「双極性気分障害Ⅱ型」、精神障がい者の女性である。
　橋本さんが、本件の被告である社会医療法人明和会医療福祉センターの開設する渡辺病院に通院を開始したのは、平成８年４月のことであった。翌平成９年１２月より、明和会の代表者である渡辺医師の担当するところとなり、事件の起こった平成１９年１月３１日に至る約９年間、ほぼ一貫して同医師の治療を受けてきた。
　この間、渡辺医師は、彼女に様々な薬物療法を試みたが、それらはことごとく効果をあげず、彼女の病状は年々悪化の一途をたどった。闘病が長期化すればするほど、彼女の焦りは増して行き、希望が見えない状況の中で、ひとり苦しみもがいていた。特に、事件の３年前あたりから、社会生活はおろか、日常生活さえも壊滅的な状況となり、その状況下での彼女の心理的な切迫感は筆舌に尽くしがたいものであった。
人権侵害事件
そんな苦しみの中から、彼女は、オーバードーズ（薬物多量服用）をしてしまった。平成19年1月30日の昼頃のことだった。
　翌1月31日、朝。彼女が救急車で搬送されたのは、明和会渡辺病院だった。同市内に住む彼女の父親に連絡が取られ、父親は病院に駆けつけた。そこで渡辺医師が父親に告げたのは、「今日は診療しません。引き取ってください」ただそれだけだった。彼女は薬物の影響下にあり、まるで酒に泥酔したような状態。実際、橋本さんには、30日の昼頃薬を飲んでからこの日31日の夕方までの記憶が無い。薬物多量服用による『ブラックアウト』である。しかし、結局、橋本さんは夕方まで外来処置室のベッドを与えられたものの、治療されることなく放置されていた。
被告明和会は、当初、橋本さんの薬物服用の事実を知らなかったと虚偽の陳述をしたが、原告側が「調査嘱託申立」によって、橋本さんを救急車搬送した、県東部広域行政管理組合・消防局長あてに、当日の救急搬送について調査を求めたところ、次の陳述では、橋本さんが薬を服用していたことは救急隊から聴取したが服用量は多量ではないので処置を必要としなかった、と、途端に主張を翻している。
　夕方、再び彼女のもとを訪れた渡辺医師は、付き添っていた父親に「引き取って下さい」と重ねて言い、父親が「しかしこんな状態では…」と言っても「お帰り下さい」の一点張りで、さっさと姿を消してしまったため、父親は、為す術もなく、ただただ困惑するばかりだった。
　やがて外来も終了時間となったが、橋本さんと父親は、すっかり照明も消えて人気のなくなった外来で、看護師一人が居残っていたものの、ただ途方に暮れ、その場に居続けていた。
長年の治療にも関わらず、悪化する一方の病状に対する苦しみの挙げ句に引き起こされた薬物多量服用であるのに、それに対して渡辺医師は、手を打つどころか治療拒否という、治療困難な患者を手に負えない厄介者として放り出す、医療者としてあまりに無責任な態度に出たのだ。そのことに対して、橋本さんは、その場に居座ることで精一杯の抗議の気持ちを表したのだった。
しかし、橋本さんの思いは渡辺医師に届くことはなく、10年にもわたる辛い闘病の行き着いた先は、それだった。彼女は、深い憤りとともに暗澹たる絶望に落ちていった。
　そのやり場のない気持ちの発露として、発作的に彼女がとった行動は、ふと目にした処置室の片隅に置かれた数枚のタオルを、カーテンレールに結びつけ、首をくくるという行為だった。これは、直後に看護師が気付き止めたため、大事に至らなかった。
死に至るかもしれないほどの行動に走ってしまうまでに、渡辺医師の治療拒否は、彼女を追い詰めたのであり、このような患者の行動に対して、医師には予見可能性があったと、本件訴状において、具体的な証拠を挙げ指摘がなされている。
　その直後、明和会渡辺病院は救急車を呼び、国立病院機構鳥取医療センターに橋本さんを転送した。縊首行為に至るほど苦しんでいる患者を、ケアするどころか慌てて放り出したのだ。まるでゴミでも捨てるように、不要なもの都合の悪いものとして、彼女を遺棄したのである。
　医療センターに到着した橋本さんと父親は、診察室に通された。しかし、当直の松島医師は彼女に目もくれず、内線電話で慌ただしく指示を出しており、聞くとはなく聞こえてきたその内容から、彼女を収容するための隔離室の準備が、既にとられていることが分かった。この時、松島医師は、診察と言える行為は一切行わず、事務的に書類を記入してその複写を彼女に渡した。これらの様子と松島医師の態度から、彼女は、自分が『医療保護入院』させられると瞬時に察知し、恐怖した。それはまさに10年余に渡る闘病の結果、彼女が精神医療の現場で患者として様々の不当な処遇を見聞し且つ経験してきたことにより培われた、知識と直感力によるものだった。
　診察も何もないまま、いきなり医療保護入院させようとする医師のやり方に、強い憤りを覚えた彼女は、手渡された書類を、松島医師の目の前でわざと破り捨てた。すると松島医師は、「そんなことをすると懲役３ヶ月だ！」と強い口調で怒り出し、更に、「わしは精神保健指定医だ！」と、恫喝するような調子で言い放った。
　これらの言葉を聞いた時、橋本さんは、それまでの憤りが鎮まってしまうほどに呆れかえってしまった。松島医師の人権意識の低さ、患者を前にして子供だましの脅迫や権威のふりかざしを行う人間的な幼稚さに。しかし、それは同時に、この医師の前ではモラルも法も理論も封殺され、患者は絶対的な暴力で抑圧され、抵抗することは全くの無駄であると、悟ることでもあった。
　実際、父親への説明も同意もないまま、松島医師の指示の下、あっという間に数名の職員によって彼女は羽交い締めにされ、無理矢理引きずるように病棟に拉致された。さすがに複数の人間に取り囲まれて問答無用に引きずられて行くことには、強い恐怖を感じ、彼女は悲鳴をあげて父親に助けを求めたが、松島医師も職員も、黙って淡々とそれを行った。
　橋本さんは、強制的に隔離室に入れられ、注射を打たれ、錠剤を飲まされ、ベッドに寝かされ、腹部と両手足を拘束具で拘束される。本人の了解どころか、父親の同意もないまま、彼女は強制的に監禁され身体拘束された。
　しばらくして、男女2名の看護師がやって来て、男性看護師によって下半身丸裸にされ、紙おむつを着けられる。女性看護師はただ突っ立って見ているだけだった。橋本さんが「何故男性の看護師がいるのですか」と冷静に質問すると、女性看護師が応えて「看護師には男性も女性もいますよ！」と吐き捨てるように言った。
人としての尊厳を取り戻す闘い
　橋本さんが体験させられた今回の精神医療現場での驚くべき非人道的扱いは、断じて許されるべきではない。全く同意を求められることもなく強制的に自由を奪われ非人間的扱いを受けたという事実は、人権無視、人権侵害というありきたりの表現を通り越して、「ひと」の存在に対する冒涜である。
橋本さんは、この訴えを起こしたときの決意を次のように述べている。
「その時、私は『ひと』ではなく『もの』に過ぎなかった。医療者たちは当たり前のように私をそう扱った。これは、精神医療の現場で「患者保護」の美名のもとに公然と行われている日常的な人権侵害のひとつである。『ひと』はその尊厳を失っては存在の意味をも失う。だから、私は、泣き寝入りはしない。私は、闘う決意をした。奪われた人としての『尊厳』を取り戻し、『ひと』として生きる意味を取り戻すために。同時に、そうすることが、社会の人々から顧みられることもないまま、精神医療の現場であまりにないがしろにされている多くの精神病者の人権を守ることにつながり、医療者たちの人権意識を変革するきっかけとなると信じるからだ。」
本訴訟の意義　（訴訟代理人　　大田原俊輔）
本訴訟の意義は、このような形で精神障がいのある人が裁判を起こすことがなかなかできない中での数少ない訴訟というところにあります。
精神障がい者の多くが、本来は地域で生活できるにも関わらず、社会的な理由で精神病院に隔離され、様々な理由で差別され、また、病院の中でも人間としての尊厳を保障されているとは思えない状況にあります。そこでは、医療機関側の勝手な理由に基づく、身体拘束や濫用的な薬物投与という人権侵害が過去に多数生じています。

しかしながら、精神障がいのある人は、医師と患者という圧倒的な力関係のもとで、医療機関へも行政へも異議申し立てできず、まして、訴訟などできないのが実態です。

この度の橋本さんのような訴訟では、まず、支援できるだけの力量を持った弁護士がおらず、裁判所は無理解です。また、差別禁止法がないことから、人権問題としての視点が判断基準に取り込まれていません。つまり、本件のような訴訟では勝てない、というのが、法曹界の一般的な見方です。

だからこそ、この裁判で、また、一つ一つの裁判で、勝てるという事例を作ることが必要なのです。
　　
「支援する会」へのご賛同のお願い
　精神医療現場で起こった今回の人権侵害事象を許さない闘いを、当事者（橋本さん）だけの闘いにせず、社会全体の問題として取り組むためにも、「支援する会」を立ち上げていきたいと思います。
　橋本さんの「人としての尊厳を取り戻す闘い」に共感し、賛同頂き、裁判の経過を見守って頂くことを、心よりお願いいたします。
「人としての尊厳を取り戻す闘い」を支援する会　呼びかけ人
代表： 森島　吉美　　（広島修道大学　教授）
池内　まどか　（社会福祉法人一条協会・高知県　事務局長）
岩田　啓靖　　（曹洞宗：大寧寺・山口県　住職）
内田　博文　　（九州大学　教授）
宇都宮　富夫　（八幡浜市議会　議員）
江嶋　修作　　（解放社会学研究所　所長）
大久保　陽一　（いのちくらしこども宍粟市民ネットワーク代表）
金杉　恭子　　（広島修道大学　教授）
鐘ヶ江　晴彦　（専修大学　教授）
川口　泰司　　（山口県人権啓発センター　事務局長）
  佐々木　理信　（浄土宗：真明寺・滋賀県　住職）
志村　哲郎　　（山口県立大学　教授）
露の　新治　　（落語家）
砥石　信　　　（国連登録NGO横浜国際人権センター・信州ブランチ代表）
富田　多恵子　（びわこ南部地域部落解放研究会　副会長）
 林　力　　　　（福岡県人権研究所　顧問）
福岡　安則　　（埼玉大学　教授）
  山崎　典子　　（浜田べっぴんの会　代表）

山本　真理　　（「全国『精神病』者集団」会員・世界精神医療ユーザーサバイバーネットワーク　理事）　　　　　
亘　明志　　　（長崎ウエスレヤン大学　教授）             
若月　好　　　（精神障害者当事者会「きまぐれの会」・鳥取県民生児童主任）
ご賛同いただける方へ
私たちにご賛同くださり、共に橋本さんの裁判を支援してくださる方は、下記ご記入の上、「支援する会」宛、FAX、または　E-mailにて、ご連絡下さい。
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カンパのお願い
この裁判は橋本さん個人によって起こされたもので、その費用はすべて彼女の個人負担です。しかし、この裁判は本来精神障がい者だけの問題ではなく、まして、橋本さん一個人の問題ではないと考えます。橋本さんの闘いを支えるために、お気持ちで結構ですので、カンパをお願いいたします。
	振替　口座番号：01300-7-98273　　　
加入者名：橋本容子
振込用口座番号　一三九（139）　当座　　0098273


「人としての尊厳を取り戻す闘い」を支援する会
【連絡先】　森島　吉美     〒733-0874　 広島市西区古江西町20-18-507

TEL/FAX：082-273-3469　  E-mail：morisima@orange.ocn.ne.jp
訴訟代理人　　大田原　俊輔
やわらぎ法律事務所　〒680-0011　鳥取市東町2丁目222　福田ビル2階　

TEL：0857-29-6990　   FAX：0857-29-6930
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